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「戦
争
止
め
よ
う
‥
　
沖
縄

・
西
日
本
ネ
ツ
ト
ワ
ー
ク
』
の

難
び
か
け
団
体
（２
月
２
日
時
点
、，
団
体
）

の
配
備
な
ど
の
軍
備
強
化

一だ
ぃ
６
月
上
旬
に
は
東
京

に
あ
ら
が
う
運
動
を
連
帯

一行
動
率も
行
う
予
定
だ
。

し
て
進
め
て
い
く
考
え

一　
ネ
ッ
ー、
ワ
ー
ク
¢
呼
ぴ

【麗
児
島
で
南
彰
】
沖
縄
二
九
州
を
中
心
に

広
が
る
自
衛
隊
や
米
軍
に
よ
る
軍
備
強
化
を
止

め
よ
ンつ
と
、

「ノ
ー
モ
ア
沖
縄
戦
　
命
ど
ぅ
宝

の
会
」
な
ど
沖
縄
の
平
和
団
体
と
各
地
の
地
域

団
体
が
連
帯
し
た
全
国
組
織

「戦
争
止
め
よ

う
！
沖
縄

・
西
日
本
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
２２

日
、
鹿
児
島
市
の
よ
か
セ
ン
タ
ー
鹿
児
島
で
結

成
集
会
を
開
い
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
を
含
め
て
約

５
０
０
人
が
参
加
し
、
ノ
ー
モ
ア
の
具
志
堅
隆

松
さ
ん
ら
４
人
が
共
同
代
表
に
就
任
し
た
。
事

務
局
は
ノ
ー
モ
ア
が
担
う
。（２２

、
２３
面
に
関
連
）

１２
団
体
呼
び
か
け
具
志
堅
さ
ん
共
同
代
表

集
会
で
は
、

「大
軍
拡

を
超
え
た
臨
戦
態
勢
の
構

築
が
目
前
で
行
わ
れ
て
い

る
。
私
た
ち
は
戦
争
の
加

害
者
に
も
被
害
者
に
も
な

り
た
く
な
い
。
市
民
の
共

同
の
力
で

『
国
家
に
よ
る

戦
争
』
を
上
め
る
」
と
結

成
宣
言
を
し
た
。
敵
基
地

攻
撃
能
力

（反
撃
能
力
）

の
保
有
な
ど
を
盛
り
込
ん

だ
安
全
保
障
関
連
３
文
書

の
決
定
な
ど
を
受
け
て
、

各
地
で
進
む
状
況
の
報
告

も
あ
っ
た
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
合
言

葉
は

「知
り
、

つ
な
が

り
、
止
め
る
」
。

主
に
沖
縄

・
西
日
本
の

戦
争
反
対

・
平
和
活
動
が

主
体
の
地
域
団
体
や
個
人

に
参
加
を
呼
び
か
け
る
。

各
地
の
状
況
を
一情
報
共
有

し
、
ミ
サ
イ
ル
や
弾
薬
庫

日・NATO議目な

1知 り、つながり

平和を創り出すため

の結成を宣目す

をノーモア沖縄職 命どう宝0会
,ミサイル配備から命を守る
うるま市民の会

。石垣島の平和と自然を守る
市民連箱会

・́さつま書の引鏑鷹闘臨饉を考え0会鷹発島

藤本 平和を求め軍拡を許さない
女たちの金・藤本

か
け
団
体
は
、

２２
懸
時
点

で
餞
団
体
。
沖
縄
か
ら
は

ノ
ー
モ
ア
の
ほ
か
、

「ミ

サ
イ
ル
配
備
か
ら
命
を
守

る
う
る
ま
市
民
の
会
」
と

「石
垣
島
の
平
和
と
自
然

を
守
る
市
民
連
絡
会
」
が

呼
び
か
け
団
体
に
名
前
を

達
ね
て
い
る
。

共
同
代
表
に
は
、
具
志

堅
さ
ん
の
ほ
か
、
熊
本
、

愛
媛
、
京
都
の
地
域
団
体

か
ら
３
人
が
就
任
し
た
。
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